
八
畳
ほ
ど
の
広
さ
の
部
屋
二
間
に
二
十
人
が
詰
め
込
ま
れ
た
の

だ
か
ら
寝
る
の
が
や
っ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
南
京
虫
が
多
く
悩

ま
さ
れ
た
。
一
日
一
回
し
か
外
に
は
出
ら
れ
な
い
。
マ
ラ
リ

ア
、
下
痢
で
入
院
者
も
出
た
が
、
そ
れ
ら
の
人
の
う
ち
何
人
か

は
死
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

抑
留
期
間
中
は
カ
タ
ツ
ム
リ
、
蛇
を
捕
り
副
食
と
し
た
。
粥

は
米
だ
が
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
刑
務

所
は
高
い
塀
で
囲
ま
れ
て
い
る
本
物
の
刑
務
所
で
あ
る
。
風
呂

に
は
た
ま
に
入
っ
た
が
、
あ
ま
り
記
憶
は
な
い
。
一
週
間
に
一

度
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
収
容
さ
れ
た
部
屋
の
中
は
海

軍
だ
け
で
、
将
校
も
兵
も
皆
同
じ
で
あ
っ
た
。

我
々
は
住
民
を
虐
待
し
た
こ
と
も
な
い
。
む
し
ろ
友
愛
の
精

神
で
接
し
、
現
地
人
と
も
協
力
を
し
合
っ
て
い
た
の
だ
っ
た

が
、
何
故
か
通
信
隊
は
全
員
が
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
間
の
不
安
は
大
き
い
も
の
で
、
も
し
現
地
人
が
間
違

え
て
指
摘
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
り
、
抗
弁
も
出
来
な
い
。
し

か
し
、
約
一
ヵ
月
後
に
船
に
乗
せ
ら
れ
、
今
度
は
レ
ン
パ
ン
島

へ
入
れ
ら
れ
、
開
墾
し
自
給
自
足
の
生
活
を
し
た
。
自
分
で
食

物
を
作
り
、
家
も
建
て
て
生
活
す
る
の
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
の
捕
虜
が
収
容
さ
れ
、
多
数
の
者

が
餓
死
し
た
と
い
う
、
い
わ
く
つ
き
の
島
で
あ
る
。
日
本
人
に

は
レ
ン
パ
ン
島
を
恋
飯
島
、
飯
が
恋
し
い
島
、
食
糧
で
苦
労
し

た
島
と
し
て
記
憶
に
残
る
島
で
あ
る
。
戦
勝
国
が
敗
戦
国
に
対

し
て
と
っ
た
見
せ
し
め
の
処
遇
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
マ

レ
ー
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
戦
闘
は
日
本
軍
が
勝
っ
て
い
た
の
で

あ
る
か
ら
。
レ
ン
パ
ン
島
で
は
歌
手
の
藤
山
一
郎
が
同
室
で
あ

っ
た
。
彼
は
連
合
軍
の
所
へ
慰
問
と
し
て
連
れ
て
行
か
れ
て
い

た
。昭
和
二
十
一
年
レ
ン
パ
ン
を
後
に
復
員
す
る
こ
と
が
で
き

た
。死

闘

の

鉄
　 

兵
庫
県
　
光
延
一
徳
　 

は
じ
め
に
全
戦
域
で
戦
没
さ
れ
た
二
百
四
十
万
余
柱
の
英
霊

に
対
し
、
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
。
な
か
ん
ず
く
私

の
参
戦
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
で
、
護
国
の
鬼
と
し
て
国
家
の



た
め
に
散
華
さ
れ
た
、
五
十
一
万
八
千
余
柱
の
各
々
英
霊
に
心

か
ら
御
祈
念
、
お
礼
申
し
上
げ
る
。

私
が
今
日
あ
る
の
は
散
華
さ
れ
た
戦
友
達
の
お
陰
と
、
し
み

じ
み
感
じ
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
戦
後
五
十
余
年
を
経

て
、
今
想
い
出
と
な
る
も
の
は
、
大
き
な
苦
し
み
は
小
さ
く
な

り
、
小
さ
な
喜
び
は
大
き
な
楽
し
み
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

私
は
昭
和
十
五
年
徴
集
の
現
役
兵
で
あ
る
。
岡
山
備
前
長
船

町
で
徴
兵
検
査
を
受
け
、
徴
兵
官
か
ら
「
光
延
一
徳
、
第
一
乙

種
合
格
」
と
宣
言
さ
れ
た
。
当
時
は
第
一
乙
種
合
格
は
即
甲
種

合
格
に
編
入
さ
れ
て
、
翌
年
一
月
十
日
に
姫
路
五
十
四
部
隊
へ

入
営
し
た
。
軍
装
を
整
え
る
と
十
日
ほ
ど
後
に
満
州
に
出
動
し

た
。何
も
解
ら
ず
に
引
率
さ
れ
、
朝
鮮
か
ら
、
図
們
を
通
過
し
て

満
州
国
佳
木
斯
に
到
着
し
た
。
満
州
第
一
二
四
部
隊
だ
っ
た
。

第
一
中
隊
、
第
二
中
隊
は
輓
馬
中
隊
、
私
は
第
三
中
隊
の
新
設

自
動
車
隊
で
あ
る
。
隊
に
は
古
参
の
二
年
・
三
年
兵
が
い
た
。

彼
ら
は
野
戦
下
番
と
い
っ
て
、
支
那
事
変
に
従
軍
し
、
昭
和
十

四
年
に
一
度
姫
路
に
凱
旋
し
て
い
る
連
中
だ
か
ら
、
気
が
荒
く

一
に
も
二
に
も
私
的
制
裁
が
横
行
し
て
い
た
。

極
寒
の
地
で
起
床
か
ら
夜
の
消
灯
就
寝
ま
で
、
少
し
の
余
裕

も
な
く
「
貴
様
ら
は
現
役
兵
だ
頑
張
れ
頑
張
れ
」
と
激
励
さ
れ

た
。一
期
の
検
閲
で
初
年
兵
教
育
も
無
事
終
了
し
て
ほ
っ
と
し
て

い
る
と
、
特
別
呼
び
出
し
が
あ
っ
て
中
隊
長
か
ら
直
接
話
が
あ

り
「
光
延
、
下
士
官
候
補
生
の
試
験
を
受
け
ろ
」
と
厳
命
さ
れ

た
。「
大
動
員
が
あ
っ
て
近
々
部
隊
人
員
が
倍
増
す
る
。
将
校

も
下
士
官
も
不
足
す
る
。
貴
様
の
よ
う
な
有
為
な
者
を
兵
隊
の

ま
ま
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
」
と
諄
々
と
説
得
さ
れ
、
下
士
候

に
さ
せ
ら
れ
、
新
京
の
学
校
に
行
か
さ
れ
た
。

こ
の
頃
に
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
、
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
に
苦

杯
を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
関
東
軍
は
、
全
国
的
に
大
動
員
を
掛
け

て
、
関
東
軍
百
万
人
の
部
隊
を
編
成
し
、
関
東
軍
特
別
大
演
習

（
関
特
演
）
を
敢
行
し
た
。
自
分
の
原
隊
も
第
一
大
隊
と
兵
員

等
す
べ
て
倍
増
し
て
、
兵
営
も
朝
日
兵
舎
の
在
来
の
ほ
か
に
敷

島
兵
営
と
二
ヵ
所
に
分
か
れ
て
駐
屯
し
た
。

約
十
ヵ
月
の
教
育
を
経
て
陸
軍
伍
長
に
任
官
し
て
帰
隊
し



た
。
即
日
付
に
て
第
十
師
団
司
令
部
・
輜
重
兵
本
科
下
士
官
と

し
て
転
属
を
命
じ
ら
れ
、
以
来
「
捷
号
作
戦
動
員
下
令
」
ま
で

司
令
部
に
勤
務
し
た
。
そ
の
業
務
内
容
は
、
自
動
車
隊
出
身
者

で
あ
る
か
ら
車
輌
部
に
勤
務
し
て
、
そ
の
責
任
者
と
し
て
車
輌

の
配
車
・
点
検
等
々
を
行
う
任
務
だ
っ
た
。

将
官
閣
下
・
佐
官
・
参
謀
部
・
副
官
部
・
そ
の
他
多
く
の
将

校
が
営
外
居
住
者
な
の
で
、
朝
晩
の
登
・
退
庁
の
配
車
か
ら
不

意
の
行
動
、
他
出
の
場
合
等
を
考
え
て
勤
務
し
た
。
些
細
な
事

だ
が
、
各
操
縦
手
に
、
師
団
長
旗
（
団
体
長
旗
）・
将
官
旗
・

佐
官
旗
・
尉
官
旗
等
々
を
車
輌
の
前
に
立
て
る
こ
と
を
充
分
注

意
し
た
。
万
一
掲
揚
無
き
場
合
に
欠
礼
等
が
あ
っ
た
ら
そ
の
者

が
罰
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

平
時
使
用
車
輌
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
使
用
せ
ず
代
用
燃
料
と
言

っ
て
薪
を
燃
や
し
て
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
て
車
を
走
行
さ
せ
る
た

め
に
、
特
に
冬
期
に
お
い
て
は
大
変
苦
労
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
始

動
時
に
は
、
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
を
手
動
に
て
回
転
さ
せ
て
初

め
て
始
動
す
る
た
め
に
大
変
労
力
を
必
要
と
し
、
逆
火
の
た
め

に
手
指
を
怪
我
し
た
者
も
多
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
五
日
、
極
秘
電
に
て
第
十
師
団
に
大

本
営
発
捷
号
作
戦
命
令
に
よ
る
動
員
令
が
下
っ
た
。

同
八
月
四
日
、
第
十
師
団
司
令
部
先
遣
隊
出
発
す
。

同
八
月
十
日
頃
よ
り
軍
人
家
族
・
婦
女
子
佳
木
斯
出
発
、
内

地
へ
帰
還
の
た
め
、
官
舎
と
佳
木
斯
駅
へ
と
荷
物
等
の
搬
送
。

右
終
了
、
出
陣
準
備
完
了
時
点
で
、「
光
延
軍
曹
は
原
隊
輜

重
兵
第
十
連
隊
へ
復
帰
せ
よ
」
の
命
令
で
、
同
年
兵
の
い
る
第

二
大
隊
本
部
付
と
し
て
帰
っ
て
来
た
。

こ
の
四
月
よ
り
、
ソ
満
国
境
付
近
に
一
大
陣
地
構
築
の
た
め

東
北
隅
の
同
江
・
富
録
（
対
岸
が
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
等
に
全
員

出
動
し
て
い
た
が
動
員
令
下
る
。
す
わ
一
大
事
と
い
う
時
に
も

常
時
の
訓
練
で
鍛
え
て
い
た
関
東
軍
の
精
鋭
師
団
で
あ
る
。
動

ず
る
こ
と
無
く
一
糸
乱
れ
ず
粛
々
と
物
事
を
運
ん
だ
。
私
の
同

年
兵
は
す
べ
て
将
校
・
下
士
官
・
兵
隊
に
至
る
ま
で
、
部
隊
の

主
幹
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
こ
れ
か
ら
申
し
述
べ

る
こ
と
で
時
と
所
が
私
と
差
異
が
生
じ
て
も
、
戦
場
に
お
け
る

常
道
で
あ
る
。
ま
ず
は
念
の
た
め
。

連
隊
名
称
は
第
十
師
団
軸
重
兵
第
十
連
隊
だ
が
、
秘
匿
名



（
防
諜
名
）
は
鉄
兵
団
で
、
連
隊
は
鉄
第
五
四
五
四
部
隊
で
あ

る
。
な
お
、
満
州
第
一
二
四
部
隊
の
出
陣
時
の
編
成
は
第
二
大

隊
本
部
米
倉
俊
治
大
尉
の
下
に
五
十
七
人
、
第
四
中
隊
（
義
烈

隊
）
は
松
崎
義
夫
中
尉
以
下
九
十
九
人
、
第
五
中
隊
（
尽
忠

隊
）
は
井
上
寿
夫
中
尉
以
下
九
十
七
人
、
第
六
中
隊
（
結
誠

隊
）
は
松
井
和
夫
大
尉
以
下
一
〇
六
人
、
総
員
三
五
九
人
。
爾

後
入
院
患
者
、
並
び
に
増
援
隊
、
救
援
人
員
等
で
五
〇
〇
余
人

が
我
が
大
隊
に
所
属
し
た
と
思
う
。

車
輌
は
本
部
指
揮
官
車
を
は
じ
め
七
車
輌
の
貨
物
自
動
車

（
含
、
機
工
車
・
鍛
工
車
・
電
工
）
及
び
修
理
車
輌
等
だ
っ
た
。

各
中
隊
ご
と
に
四
十
七
車
輌
を
有
し
て
い
た
が
、
満
州
出
陣

時
、
朝
鮮
釜
山
乗
船
時
、
台
湾
高
雄
の
出
港
時
に
そ
れ
ぞ
れ
積

み
込
み
出
来
ず
、
各
中
隊
と
も
戦
線
に
て
活
動
し
た
車
輌
は
三

分
の
一
程
度
だ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
十
三
日
、
払
暁
か
ら
佳
木
斯
駅
頭
に
て
軍

用
列
車
に
弾
薬
・
糧
秣
等
軍
需
品
の
積
載
を
行
い
出
発
、
ハ
ル

ビ
ン
・
新
京
・
奉
天
と
鴨
緑
江
か
ら
釜
山
ま
で
、
乗
船
待
ち
配

船
決
定
、
車
輌
を
は
じ
め
全
物
資
を
搭
載
し
、
九
月
二
日
夕
方

出
港
と
同
時
に
敵
の
飛
行
機
と
潜
水
艦
に
充
分
の
警
戒
を
行
い

な
が
ら
同
月
十
八
日
基
隆
港
に
て
上
陸
、
台
中
の
南
約
二
〇
キ

ロ
の
彰
化
街
に
入
り
楠
小
学
校
に
駐
屯
し
た
。

各
中
隊
は
台
湾
全
島
に
わ
た
り
分
散
し
、
小
隊
単
位
で
活
動

し
た
。
陣
地
構
築
や
諸
物
資
の
搬
送
等
、
特
に
満
州
当
時
の
訓

練
と
異
な
り
対
米
戦
闘
は
夜
間
戦
闘
だ
と
言
っ
て
輸
送
業
務
の

ほ
か
、
総
て
夜
の
活
動
だ
っ
た
。
車
輌
に
は
前
後
左
右
に
白
線

を
入
れ
た
。
幅
五
セ
ン
チ
・
長
さ
五
〇
セ
ン
チ
で
夜
間
で
も
明

瞭
に
識
別
出
来
得
る
た
め
だ
っ
た
。

鉄
兵
団
司
令
部
は
台
中
に
駐
留
し
て
い
た
。
毎
日
彰
化
か
ら

台
中
に
命
令
受
領
に
出
張
が
あ
り
、
私
も
週
に
三
回
ほ
ど
同
行

し
た
。
そ
の
都
度
顔
馴
染
み
の
上
層
部
と
ち
ょ
っ
と
話
し
た
も

の
だ
。
勤
務
も
楽
な
上
に
気
候
も
温
暖
で
精
神
が
少
し
緩
ん
だ

と
思
っ
た
十
月
十
一
日
、
十
二
日
と
、
二
日
間
に
わ
た
り
空
襲

警
報
で
驚
か
さ
れ
た
。
こ
れ
は
対
米
海
空
戦
だ
っ
た
。
高
雄
は

多
大
な
損
害
を
受
け
た
由
。
古
人
曰
く
油
断
大
敵
と
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
い
う
の
だ
と
思
っ
た
。

十
二
月
三
日
、
出
動
命
令
で
高
雄
港
に
集
結
し
た
。
同
五
日

先
遣
隊
と
し
て
「
有
馬
山
丸
」
が
出
航
し
た
。
乗
船
主
力
は
歩

兵
第
三
十
九
連
隊
第
二
・
第
三
大
隊
、
捜
索
第
十
連
隊
（
騎
兵



隊
）
野
砲
第
十
連
隊
第
二
大
隊
、
工
兵
第
十
連
隊
、
輜
重
自
動

車
第
五
中
隊
及
び
修
理
班
一
個
分
隊
そ
の
他
だ
っ
た
。
同
輸
送

指
揮
官
は
第
三
十
九
連
隊
長
永
吉
実
展
大
佐
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
点
で
第
一
師
団
（
玉
兵
団
）
が
レ
イ
テ
島
で
米
軍
を

迎
え
撃
っ
て
激
戦
中
で
あ
り
、
そ
の
米
軍
の
後
方
に
逆
上
陸
し

て
、
敵
を
破
砕
殱
滅
せ
し
む
の
命
令
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
に
先
行
し
、
上
陸
用
舟
艇
に
て
出
撃
準

備
中
に
、
敵
の
大
輸
送
船
団
が
十
四
日
早
朝
に
北
上
す
る
の
を

発
見
し
、
レ
イ
テ
島
進
攻
を
断
念
し
、
急
遽
バ
タ
ー
ン
半
島
守

備
に
変
更
と
な
り
、
海
路
上
陸
用
舟
艇
に
て
、
陸
路
は
我
が
自

動
車
第
五
中
隊
の
全
車
輌
に
兵
員
を
満
載
し
て
急
送
し
た
。

以
後
、
歩
兵
第
三
十
九
連
隊
の
二
個
大
隊
は
終
戦
に
至
る
ま

で
鉄
兵
団
長
の
指
揮
を
離
れ
て
、
同
地
区
に
お
い
て
吉
永
支
隊

と
し
て
、
軍
旗
を
奉
持
し
奮
戦
し
た
。
な
お
そ
の
武
功
に
よ
り

方
面
軍
司
令
官
山
下
大
将
よ
り
感
状
を
授
与
さ
れ
た
。
自
動
車

第
五
中
隊
は
サ
ン
ホ
セ
に
て
部
隊
に
合
流
し
、
米
倉
大
隊
長
の

指
揮
下
に
入
っ
た
。

鉄
兵
団
主
力
の
高
雄
港
出
帆
は
十
二
月
十
三
日
。

「
大
威
丸
」
　
輸
送
指
揮
官
、
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
・
林
葭

一
連
隊
長
、
乗
船
部
隊
＝
歩
第
六
十
三
連
隊
主
力
、
野
砲
第
一

大
隊
、
輜
重
第
二
大
隊
四
中
隊
、
そ
の
他
。

「
乾
瑞
丸
」
　
輸
送
指
揮
官
・
輜
重
第
十
連
隊
・
鍋
島
英
比

古
連
隊
長
・
乗
船
部
隊
＝
歩
兵
第
三
十
九
連
隊
主
力
、
歩
兵
第

十
連
隊
第
二
大
隊
、
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
第
三
大
隊
、
野
砲
第

十
大
隊
と
輜
重
第
十
連
隊
主
力
、
そ
の
他
。

「
江
の
島
丸
」
　
輸
送
指
揮
官
・
歩
兵
第
十
連
隊
・
岡
山
誠

夫
連
隊
長
・
乗
船
部
隊
＝
歩
兵
第
十
連
隊
主
力
、
野
砲
第
十
連

隊
、
輜
重
自
動
車
輓
馬
、
各
中
隊
、
そ
の
他
。

以
上
四
船
に
鉄
兵
団
は
比
島
戦
線
に
出
陣
し
、
総
兵
員
一

三
、
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
。

師
団
長
・
岡
本
保
之
中
将
は
「
捷
号
作
戦
命
令
発
動
」
で
比

島
進
軍
に
先
駆
け
て
、
幕
僚
・
要
員
が
随
行
し
て
空
路
マ
ニ
ラ

に
先
行
し
、
第
十
四
方
面
軍
司
令
官
山
下
奉
文
大
将
の
隷
下
に

入
る
。
こ
の
時
点
で
南
方
総
軍
・
比
島
方
面
軍
隷
下
部
隊
は
従
前
か

ら
の
部
隊
の
他
に
、
第
八
師
団
「
杉
」
兵
団
、
第
三
十
師
団

「
豹
」
兵
団
、
第
一
〇
〇
師
団
「
拠
」
兵
団
、
第
五
十
四
旅
団

「
萩
」
兵
団
、
第
五
十
五
旅
団
「
菅
」
兵
団
、
第
六
十
一
旅
団



「
鎧
」
兵
団
、
レ
イ
テ
島
に
第
六
十
八
旅
団
「
星
」
兵
団
、
第

二
十
六
師
団
「
泉
」
兵
団
、
第
十
六
師
団
「
垣
」
兵
団
、
第
一

師
団
「
玉
」
兵
団
、
そ
の
他
が
加
わ
っ
た
。

ル
ソ
ン
島
に
は
在
来
部
隊
の
外
に
第
十
師
団
「
鉄
」
兵
団
、

第
十
九
師
団
「
虎
」
兵
団
、
第
二
十
三
師
団
「
旭
」
兵
団
、
第

一
〇
五
師
団
「
勤
」
兵
団
、
第
一
〇
三
師
団
「
駿
」
兵
団
、
戦

車
第
二
師
団
「
撃
」
兵
団
、
第
五
十
八
旅
団
「
盟
」
兵
団
、
第

六
十
一
旅
団
「
鎧
」
兵
団
等
々
、
そ
の
他
海
軍
・
空
軍
地
上
部

隊
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

十
月
に
は
レ
イ
テ
島
決
戦
で
米
軍
が
艦
砲
射
撃
を
開
始
し
、

同
月
二
十
日
に
は
約
十
万
の
大
部
隊
を
上
陸
さ
せ
て
猛
攻
撃
を

開
始
し
た
。
制
海
・
制
空
権
は
完
全
に
敵
の
手
に
あ
り
、
マ
バ

ラ
カ
ー
ト
（
ル
ソ
ン
中
部
）
の
空
軍
基
地
か
ら
神
風
特
別
攻
撃

隊
が
出
撃
し
、
一
機
一
艦
撃
沈
精
神
で
体
当
た
り
攻
撃
を
敢
行

し
た
。
こ
の
レ
イ
テ
決
戦
で
開
戦
以
来
の
嚇
々
た
る
武
勲
を
挙

げ
た
優
秀
な
飛
行
機
乗
り
は
、
大
部
分
空
に
散
り
海
の
藻
■
と

化
し
た
。
海
陸
の
空
軍
は
航
空
機
と
搭
乗
員
を
失
い
、
以
後
、

空
に
対
し
て
は
米
軍
機
の
独
壇
場
と
な
っ
た
。

鉄
兵
団
乗
船
の
四
船
も
「
有
馬
山
丸
」
は
前
記
の
如
く
、

「
大
威
丸
」
は
十
二
月
二
十
三
日
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港
に

無
事
入
港
し
、
兵
員
を
は
じ
め
全
物
資
を
揚
陸
し
た
。
そ
の
最

中
に
「
乾
瑞
丸
」
が
轟
沈
さ
れ
た
。
時
十
一
時
三
十
分
、
私
達

が
揚
陸
作
業
中
だ
っ
た
北
方
に
一
大
音
響
を
聴
き
、
鍋
島
部
隊

長
、
第
一
大
隊
長
・
丸
本
金
春
少
佐
、
第
六
中
隊
長
・
松
井
和

夫
大
尉
は
じ
め
多
く
の
幹
部
将
校
は
じ
め
各
々
戦
友
が
文
字
通

り
「
水
漬
く
屍
」
と
な
ら
れ
た
。
一
万
二
千
柱
の
英
霊
の
無
念

さ
を
想
い
、
心
か
ら
冥
福
を
祈
る
と
共
に
敵
愾
心
を
■
っ
た
の

だ
。「
江
の
島
丸
」
は
航
海
途
中
よ
り
「
ル
ソ
ン
島
最
北
端
に
上

陸
す
べ
し
」
で
ア
パ
リ
港
に
向
か
っ
た
。
そ
の
港
湾
施
設
が
米

軍
機
に
爆
撃
さ
れ
て
炎
上
中
、
六
〇
キ
ロ
東
方
の
小
さ
な
港
カ

サ
ブ
ラ
ン
カ
に
投
錨
し
揚
陸
し
た
。
物
資
の
揚
陸
に
困
難
を
極

め
約
半
数
の
積
載
物
を
残
し
て
船
は
台
湾
に
引
き
返
し
た
。

一
応
、
鉄
兵
団
は
ル
ソ
ン
島
に
上
陸
は
し
た
が
、
マ
ニ
ラ
・

北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
最
北
端
の
ア
パ
リ
地
区
と
三
ヵ
所
に

分
断
さ
れ
た
。

鉄
兵
団
で
聴
い
た
話
。



土
屋
参
謀
長
が
第
十
四
方
面
軍
に
出
頭
し
爾
後
の
戦
闘
配
置

等
を
問
う
と
、
第
十
四
方
面
軍
参
謀
副
長
西
村
少
将
は
机
上
に

五
〇
万
分
の
一
の
地
図
を
示
し
、
サ
ン
ホ
セ
北
方
台
地
を
指
示

し
、「
こ
の
地
点
を
占
領
し
北
上
す
る
敵
を
阻
止
せ
よ
、
な
お

こ
の
前
方
に
突
出
せ
る
三
角
山
の
一
部
を
も
っ
て
陣
地
と
な

し
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
、
サ
ン
ホ
セ
方
面
に
進
出
す
る

で
あ
ろ
う
米
軍
の
行
動
を
妨
害
せ
よ
」
と
命
じ
て
、
同
日
西
村

少
将
は
大
本
営
に
飛
び
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
西
村
参
謀
は
方
面
軍
に
お
い
て
、
参
謀
長
武
藤
中

将
と
不
仲
で
会
話
も
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
よ
う
だ
。
山
下
軍
司

令
官
は
参
謀
副
長
の
交
替
を
決
意
さ
れ
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
で
有

名
な
小
沼
少
将
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
小
沼
参
謀
副
長
は
鉄
兵

団
参
謀
と
バ
レ
テ
峠
・
ア
リ
タ
オ
・
バ
ン
バ
ン
等
も
戦
線
指
導

に
来
た
由
。
五
〇
万
分
の
一
の
地
図
で
部
隊
の
展
開
な
ど
雲
を

■
む
よ
う
な
話
で
と
て
も
部
隊
の
陣
地
占
領
な
ど
堪
え
る
も
の

で
な
く
、
兵
要
地
誌
と
し
て
は
五
万
分
の
一
以
下
の
地
図
で
な

く
て
は
戦
略
的
判
断
は
無
理
で
、
第
十
四
方
面
軍
に
は
二
〇
万

分
の
一
以
下
の
作
戦
地
図
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
う
。
前
任
者

達
は
開
戦
以
来
今
日
ま
で
何
を
し
て
い
た
の
か
。
呆
れ
返
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
末
に
は
鉄
兵
団
司
令
部
は
サ
ン
ホ
セ
に

あ
り
、
第
十
四
方
面
軍
司
令
部
は
バ
ギ
オ
に
あ
っ
た
。
鉄
兵
団

司
令
部
は
方
面
軍
と
の
作
戦
上
の
命
令
伝
達
・
連
絡
等
で
ご
っ

た
返
し
て
い
た
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
十
九
世
紀
よ
り
、
ス
ペ

イ
ン
属
領
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
後
英
雄
ホ
セ
・

リ
サ
ー
ル
の
力
を
借
り
て
統
治
を
行
い
、
過
去
何
十
年
も
続
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
全
比
島
の
地
形
状
況
・
民
族
文
化
等
を
充
分

過
ぎ
る
ほ
ど
熟
知
し
て
い
る
。
地
下
に
潜
っ
た
ス
パ
イ
に
よ
っ

て
米
比
軍
な
る
ゲ
リ
ラ
部
隊
を
組
織
し
活
発
に
行
動
し
て
い

た
。明
け
て
昭
和
二
十
年
一
月
に
は
敵
が
大
挙
し
て
リ
ン
ガ
エ
ン

に
上
陸
し
、
怒
濤
の
如
く
進
ん
で
来
た
。
旭
兵
団
と
撃
兵
団
が

迎
え
撃
っ
て
大
打
撃
を
受
け
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ

た
。
最
終
的
戦
略
（
比
島
持
久
戦
）
は
マ
ニ
ラ
東
方
山
岳
地
帯

を
死
守
し
、
マ
ニ
ラ
の
水
源
を
断
つ
と
い
う
作
戦
を
振
武
集
団

が
制
し
、
横
山
中
将
集
団
長
・
第
八
師
団
（
杉
兵
団
）

、
第
一

〇
五
師
団
（
勤
兵
団
）
の
一
部
、
海
上
北
進
基
地
諸
隊
・
第
四



航
空
軍
団
・
マ
ニ
ラ
海
軍
防
衛
隊
・
そ
の
他
八
万
余
人
が
あ
た

り
、
健
武
集
団
は
マ
ニ
ラ
平
野
の
西
方
山
岳
地
帯
、
ク
ラ
ー
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
以
西
、
バ
タ
ー
ン
半
島
含
む
地
域
に
あ
た
っ
た
。

健
武
集
団
は
、
集
団
長
塚
田
中
将
、
約
四
万
人
が
当
た
る
第
一

挺
進
集
団
・
独
立
歩
兵
第
二
連
隊
・
機
動
歩
兵
第
二
連
隊
・
第

四
航
空
軍
地
上
部
隊
と
鉄
の
歩
兵
第
三
十
九
連
隊
の
二
個
大

隊
・
そ
の
他
海
軍
諸
隊
等
。
ル
ソ
ン
最
南
部
地
区
・
野
口
兵
団

と
藤
重
部
隊
。

山
下
奉
文
大
将
直
轄
で
北
部
ル
ソ
ン
地
区
は
、
尚
武
集
団
と

号
し
、
十
五
万
二
千
余
人
、
鉄
・
撃
・
虎
・
旭
・
駿
・
勤
・

盟
・
鎧
の
各
兵
団
、
独
歩
第
十
一
連
隊
、
そ
の
他
だ
っ
た
。

北
部
ル
ソ
ン
は
カ
バ
ヤ
ン
河
流
域
の
穀
倉
地
帯
が
あ
り
食
料

の
確
保
が
出
来
る
と
思
っ
た
。
西
海
岸
か
ら
東
方
オ
ー
ロ
ラ
州

ま
で
カ
ラ
バ
リ
ヨ
山
系
が
南
北
に
分
断
し
て
い
る
。
バ
ギ
オ
の

南
入
口
ロ
ザ
リ
オ
か
ら
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
は
そ
の
昔
日
本
人
労

務
者
が
建
設
し
た
山
岳
道
路
で
、
こ
れ
か
ら
東
に
延
び
た
千
数

百
メ
ー
ト
ル
級
の
山
並
み
が
、
敵
の
侵
入
を
阻
止
す
る
ジ
ャ
ン

グ
ル
で
、
南
北
縦
貫
の
五
号
国
道
が
バ
レ
テ
峠
で
あ
る
。
こ
の

峠
の
南
麓
に
ミ
ヌ
リ
村
が
あ
り
、
全
物
資
等
を
マ
ニ
ラ
や
北
サ

ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
か
ら
搬
送
す
る
の
が
当
面
自
動
車
隊
に
命
ぜ

ら
れ
た
任
務
だ
っ
た
。
不
眠
不
休
で
全
員
が
励
行
し
た
。

輜
重
兵
操
典
の
第
一
輜
重
兵
の
本
領
に
あ
る
「
輜
重
兵
ハ
戦

役
ノ
全
期
ニ
互
リ
確
実
敏
速
ニ
作
戦
ノ
要
求
ニ
応
ズ
ル
輸
送
及

補
給
ヲ
実
施
シ
以
テ
軍
ノ
戦
闘
力
ヲ
維
持
増
進
シ
其
ノ
戦
捷
ヲ

完
カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
。
輜
重
兵
ハ
堅
忍
持
久
ノ
気
力
備
ヘ
全

軍
ノ
犠
牲
タ
ル
ベ
キ
気
魂
ヲ
堅
持
シ
自
ヲ
敵
ノ
妨
害
ヲ
破
摧
シ

ア
ラ
ユ
ル
地
形
及
気
象
ヲ
克
服
シ
昼
夜
至
大
ノ
行
軍
力
ヲ
発
揮

シ
其
ノ
本
領
ヲ
完
ウ
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
輜
重
兵
ハ
常
ニ
兵
器

ヲ
尊
重
シ
馬
及
車
輌
ヲ
愛
護
シ
輸
送
品
ヲ
保
全
ス
ベ
シ
」
の
如

く
、
輜
重
兵
に
は
戦
闘
の
文
言
は
な
く
、
た
だ
「
敵
ノ
妨
害
ヲ

破
摧
シ
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
自
動
車
隊
は
後
方
、
兵
站
基
地

か
ら
同
末
地
ま
で
の
長
距
離
輸
送
の
た
め
に
、
敵
の
後
方
攪
乱

戦
法
で
ゲ
リ
ラ
・
ス
パ
イ
・
土
民
兵
、
時
に
は
落
下
傘
降
下
部

隊
等
に
対
し
て
の
戦
術
の
た
め
に
、
歩
兵
訓
練
を
充
分
行
い
、

在
満
州
当
時
は
輜
重
業
務
よ
り
歩
兵
と
し
て
演
習
訓
練
が
主
だ

っ
た
。

前
述
の
第
十
四
方
面
軍
・
鉄
兵
団
司
令
部
の
動
向
、
特
に
参



謀
の
行
動
発
言
等
々
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
自
分
の

行
動
を
一
部
述
べ
る
。

北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
上
陸
と
同
時
に
全
物
資
の
揚
陸
後
、

自
分
と
山
本
篤
郎
軍
曹
は
本
部
の
四
車
輌
を
駆
使
し
て
、
本
部

物
資
及
び
部
隊
の
必
需
品
を
奥
地
の
プ
ン
カ
ン
・
ミ
ヌ
リ
に
搬

送
し
た
。
時
の
操
縦
手
は
、
宮
根
正
一
、
谷
口
喜
作
（
同
年

兵
）

、
中
村
輝
義
、
小
柳
又
二
郎（
関
特
演
）

、
高
坂
定
一
、
柄

谷
利
正
（
十
七
年
現
役
）
と
皆
自
動
車
の
神
様
の
よ
う
な
頼
も

し
い
面
々
だ
っ
た
。

当
初
は
白
日
の
中
を
堂
々
と
自
動
車
を
走
ら
せ
て
い
た
が
、

敵
の
艦
載
機
（
グ
ラ
マ
ン
）
が
機
銃
乱
射
の
攻
撃
を
敢
行
す
る

の
で
夜
間
行
動
に
な
り
、
大
変
苦
し
い
思
い
を
し
た
。
こ
の
頃

自
動
車
第
二
大
隊
各
中
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
鉄
兵
団
は
じ
め
他
隊
の

資
材
を
死
に
物
狂
い
で
搬
送
し
て
い
た
。
特
に
マ
ニ
ラ
か
ら
ミ

ヌ
リ
ま
で
の
輸
送
は
何
十
輌
の
自
動
車
が
整
然
と
隊
列
を
組
ん

で
の
行
進
だ
。

敵
機
と
し
て
は
格
好
の
獲
物
と
ば
か
り
に
急
降
下
し
て
機
銃

の
乱
射
。
自
動
車
は
出
来
る
限
り
遮
■
物
に
隠
し
、
路
上
に
お

い
て
は
ジ
グ
ザ
グ
に
停
車
し
、
各
戦
士
は
小
銃
に
て
対
空
射
撃

を
行
い
、
中
で
も
第
四
中
隊
の
多
胡
正
は
満
州
以
来
の
軽
機
関

銃
射
手
だ
っ
た
。
車
輌
の
上
に
仁
王
立
ち
し
て
軽
機
の
連
続
発

射
も
し
て
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
を
一
機
撃
墜
し
た
。
彼
の
働
き
は

全
員
に
賞
賛
さ
れ
た
。
敵
も
こ
の
一
件
以
来
超
低
空
飛
行
は
行

わ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。
こ
の
時
点
で
は
蟷
螂
の
斧
で

あ
ろ
う
と
も
、
下
手
な
鉄
砲
で
も
数
撃
て
ば
「
当
た
る
ぞ
」
と

全
員
小
銃
を
空
に
向
け
て
撃
っ
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
、
プ
ン
カ
ン
か
ら
バ
レ
テ
峠
を
越
え

て
サ
ン
タ
フ
ェ
の
前
の
大
和
谷
へ
移
動
し
た
。
ち
ょ
う
ど
峠
の

内
懐
で
う
っ
そ
う
と
繁
る
大
密
林
だ
。
こ
こ
を
部
隊
本
部
と
第

一
大
隊
本
部
と
第
一
第
二
中
隊
の
基
地
拠
点
と
し
て
、
第
二
自

動
車
大
隊
は
東
方
二
〇
キ
ロ
の
ア
リ
タ
オ
対
岸
マ
ン
ガ
ヤ
ン
の

山
麓
を
基
地
と
し
た
。
左
よ
り
第
三
中
隊
、
第
二
大
隊
本
部
、

第
四
中
隊
、
第
五
中
隊
、
第
六
中
隊
と
し
、
そ
の
傍
ら
に
部
隊

本
部
後
備
控
所
を
設
営
し
た
。
当
初
は
自
動
車
輸
送
も
盛
ん
に

行
っ
た
が
燃
料
の
ガ
ソ
リ
ン
も
欠
乏
し
、
輸
送
物
資
も
少
な
く

な
り
、
大
部
分
の
自
動
車
は
半
地
下
壕
を
掘
っ
て
格
納
し
た
。

二
〇
キ
ロ
北
方
の
バ
ン
バ
ン
か
ら
バ
レ
テ
峠
・
天
王
山
（
鉄
司

令
部
）
ま
で
輓
馬
車
輌
一
輌
を
五
人
で
引
っ
張
っ
て
輸
送
し



た
。ま
た
、
バ
レ
テ
と
バ
ギ
オ
（
軍
司
令
部
所
在
地
）
の
中
間
の

サ
ラ
ク
サ
ク
峠
、
こ
の
地
は
、
米
軍
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
後

怒
濤
の
如
き
進
軍
を
迎
え
撃
つ
べ
く
、
旭
兵
団
・
重
見
戦
車
旅

団
と
満
州
よ
り
の
戦
車
第
二
師
団
撃
兵
団
（
勃
利
・
孫
呉
）

（
な
お
戦
車
第
一
師
団
は
東
京
に
あ
り
）

が
勇
戦
奮
闘
す
る
も
、

す
べ
て
に
お
い
て
敵
が
優
秀
で
、
自
軍
戦
車
は
大
打
撃
を
受

け
、
百
数
十
輌
が
破
壊
さ
れ
た
。
撃
兵
団
は
歩
兵
に
改
編
し
て

サ
ラ
ク
サ
ク
峠
に
布
陣
し
た
。
鉄
の
捜
索
第
十
連
隊
と
歩
兵
第

三
十
九
連
隊
第
一
大
隊
（
海
没
再
編
）
は
サ
ン
ニ
コ
ラ
ス
か

ら
、
カ
バ
リ
シ
ア
ン
付
近
に
陣
地
を
占
領
し
、
き
わ
め
て
優
秀

な
敵
の
攻
撃
を
受
け
た
。

後
日
、
米
戦
史
に
よ
る
と
米
第
三
十
二
師
団
と
米
第
二
十
五

師
団
で
サ
ン
ホ
セ
付
近
に
お
い
て
日
本
軍
を
挾
撃
す
る
計
画
で

あ
っ
た
。
岡
本
保
之
兵
団
長
は
鈴
木
捜
索
連
隊
長
以
下
全
員
が

斬
り
死
に
覚
悟
と
見
て
、
部
隊
を
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
に
後
退
を
命

ず
。
撃
兵
団
傘
下
に
捜
索
第
十
連
隊
・
歩
兵
第
三
十
九
連
隊
第

一
大
隊
、
後
で
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
の
二
個
中
隊
等
、
第
十
師

団
関
係
の
部
隊
が
布
陣
し
、
終
戦
に
至
る
ま
で
撃
兵
団
へ
の
弾

薬
・
糧
秣
の
搬
送
に
力
が
入
っ
た
峠
の
後
方
の
イ
ム
ガ
ン
に
撃

司
令
部
が
い
た
。

サ
ン
タ
フ
ェ
か
ら
の
輸
送
路
は
悪
く
、
河
岸
に
沿
っ
て
山
を

削
っ
て
出
来
た
路
で
、
車
を
通
す
の
は
大
変
至
難
の
業
だ
っ

た
。
自
動
車
は
ガ
ソ
リ
ン
が
無
く
、
輓
馬
隊
は
馬
が
斃
れ
、
輓

馬
車
輌
は
臂
力
搬
送
を
行
っ
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
五
日
夜
、
鉄
司
令
部
よ
り
自
動
車
大
隊
出

陣
の
命
下
る
。
将
校
全
員
本
部
に
集
合
し
、
即
編
成
作
業
を

し
、
各
中
隊
に
下
命
す
。
一
夜
の
う
ち
に
準
備
完
了
。
翌
六
日

早
朝
「
出
陣
」
の
号
令
で
粛
々
と
渡
河
し
て
ア
リ
タ
オ
・
ボ

ネ
・
サ
ン
タ
フ
ェ
と
強
行
軍
で
夜
明
け
に
到
着
し
、
大
和
谷
の

部
隊
本
部
陣
へ
行
き
（
二
月
に
新
部
隊
長
相
沢
光
二
郎
中
佐
着

任
）
出
陣
報
告
し
、
大
和
谷
最
奥
部
に
て
陣
地
配
置
等
の
打
ち

合
わ
せ
あ
り
。
い
ざ
北
部
妙
高
山
に
出
陣
し
配
置
に
就
く
。
三

月
九
日
だ
っ
た
。

大
隊
本
部
を
中
心
に
、
中
央
に
■
野
分
隊
、
左
翼
に
森
谷
分

隊
と
右
翼
に
自
分
の
分
隊
と
布
陣
し
、
約
七
、
八
〇
メ
ー
ト
ル

の
間
に
■
壺
壕
を
掘
っ
て
構
え
た
。



北
部
戦
線
は
マ
ニ
ラ
か
ら
北
に
向
か
っ
て
二
本
の
国
道
が
あ

り
、
第
三
号
国
道
は
呂
宋
島
の
西
側
（
東
シ
ナ
海
）
に
面
し
た

海
岸
線
が
北
に
延
び
、
五
号
国
道
は
マ
ニ
ラ
よ
り
北
方
中
央
を

最
北
端
の
ア
パ
リ
ま
で
通
じ
カ
ガ
ヤ
ン
河
に
並
行
し
、
大
穀
倉

地
帯
を
通
る
大
動
脈
で
あ
る
。
こ
の
南
北
の
分
水
嶺
が
バ
ギ
オ

の
西
方
か
ら
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
を
経
て
バ
レ
テ
峠
と
旧
ス
ペ
イ
ン

道
（
鈴
ヶ
峠
）
で
、
こ
の
東
西
線
が
カ
ラ
バ
リ
ヨ
山
系
で
一
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
並
み
で
南
北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
敵

は
開
戦
時
よ
り
米
比
軍
（
ゲ
リ
ラ
）
や
ス
パ
イ
に
て
日
本
軍
の

状
況
を
知
っ
た
。
ル
ソ
ン
北
部
の
場
合
も
第
一
目
標
は
バ
ギ
オ

の
山
下
軍
司
令
部
だ
。
が
実
戦
上
で
は
北
部
の
要
は
バ
レ
テ
峠

で
来
襲
し
た
。

な
お
鉄
兵
団
へ
の
配
属
部
隊
は
、
泉
兵
団
（
第
二
十
六
師

団
）
の
津
田
支
隊
・
勤
兵
団
の
井
上
大
隊
・
大
藪
大
隊
・
独
速

第
二
十
二
大
隊
・
中
迫
第
七
大
隊
・
臨
時
機
関
銃
中
隊
・
開
拓

勤
務
隊
等
々
の
精
鋭
部
隊
だ
。
そ
の
後
、
激
戦
中
の
三
月
以
降

に
増
加
部
隊
と
し
て
高
千
穂
部
隊
・
松
野
大
隊
・
鉄
道
八
連

隊
・
第
二
・
第
三
菊
水
隊
・
小
川
大
隊
・
玉
井
大
隊
・
戦
車
撃

滅
隊
（
学
徒
）・
高
橋
大
隊
・
榊
原
大
隊
・
小
切
間
大
隊
・
楠

田
大
隊
等
々
。
公
刊
戦
史
に
よ
る
と
総
員
数
二
一
、
七
二
七
人

で
あ
る
。
バ
レ
テ
の
陣
容
は
あ
た
か
も
大
鷲
が
翼
を
拡
げ
て
天

空
よ
り
獲
物
を
狙
う
如
き
陣
形
で
あ
る
。
最
前
線
右
翼
地
区
は

捜
索
第
十
連
隊
が
四
十
倍
も
の
敵
に
包
囲
攻
撃
を
受
け
凄
惨
な

戦
闘
の
末
に
カ
バ
リ
シ
ア
ン
陣
地
を
喪
失
し
た
。
岡
本
鉄
兵
団

長
は
捜
索
鈴
木
連
隊
長
の
斬
り
死
に
を
制
止
し
、
後
退
を
命

じ
、
サ
ラ
ク
サ
ク
峠
に
て
歩
兵
第
三
十
九
連
隊
乾
大
隊
と
合
流

し
そ
の
指
揮
下
に
入
り
、
鉄
の
傘
下
を
離
れ
た
。
終
戦
時
の
生

存
者
は
両
隊
共
に
■
か
数
人
だ
っ
た
。

さ
て
、
五
号
国
道
ま
で
は
サ
ン
ホ
セ
北
方
十
キ
ロ
辺
り
か
ら

両
側
の
山
並
み
が
逐
次
狭
ま
り
、
デ
グ
デ
ク
川
の
両
岸
に
少
し

の
畑
地
が
あ
り
、
右
手
（
ネ
コ
）（
タ
カ
）
陣
地
、
左
側
（
マ

ロ
ヨ
ン
山
）

、
こ
の
陣
地
に
内
藤
大
隊
主
力・
集
成
第
八
中

隊
・
井
上
大
隊
の
井
上
・
藤
黒
各
二
個
中
隊
及
び
赤
座
大
隊
小

林
中
隊
、
歩
兵
第
十
連
隊
の
一
個
中
隊
・
歩
兵
第
三
十
九
連
隊

の
吉
田
中
隊
等
々
が
プ
ン
カ
ン
・
デ
グ
デ
ク
等
に
布
陣
し
、
敵

の
進
入
を
一
歩
も
許
さ
な
い
。
ま
た
、
一
日
で
も
半
日
で
も
陣

地
を
堅
持
す
る
こ
と
で
後
方
部
隊
の
陣
地
構
築
が
万
全
に
な
る



と
、
犠
牲
的
精
神
の
発
露
で
あ
る
。
鈴
ヶ
峠
へ
の
進
入
を
防
ぐ

た
め
カ
ラ
ン
グ
ラ
ン
方
面
に
大
藪
大
隊
が
布
陣
す
る
。

山
峡
ま
す
ま
す
狭
ま
り
、
ミ
ヌ
リ
・
カ
ビ
ン
タ
ラ
ン
辺
り
で

は
、
五
号
国
道
と
デ
グ
デ
ク
川
の
み
で
総
て
山
地
と
な
る
。
峠

道
第
一
線
陣
妙
義
山
陣
は
村
田
隊
・
雄
建
台
板
垣
大
隊
・
坂
田

隊
。
金
剛
山
陣
地
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
本
部
と
田
村
大
隊
と
高

千
穂
隊
。
親
山
小
山
陣
に
野
砲
兵
第
十
連
隊
。
谷
を
経
て
西
側

は
桐
陣
前
田
隊
。
樫
陣
米
田
隊
。
柳
陣
江
原
隊
と
山
本
隊
。
一

本
木
陣
集
成
大
隊
。
ぶ
な
野
中
隊
。
建
武
第
六
十
三
連
隊
並
び

に
砲
観
測
隊
。
榛
名
山
陣
小
妻
大
隊
。
更
に
西
方
の
高
山
に
秋

風
山
陣
に
田
村
大
隊
・
大
城
中
隊
。
マ
レ
コ
陣
に
歩
兵
第
六
十

三
の
第
十
中
隊
。
後
方
赤
城
山
に
佐
々
木
隊
。
南
の
三
山
・

冑
・
南
・
要
陣
地
に
は
歩
兵
第
十
連
隊
。
更
に
南
の
鈴
ヶ
峠
に

続
く
山
々
は
久
富
大
隊
・
松
野
大
隊
・
貞
本
大
隊
。
先
陣
山
が

東
大
隊
だ
。

歩
兵
第
十
連
隊
の
西
の
一
番
深
い
谷
が
一
の
谷
で
、
こ
こ
に

要
山
と
金
剛
山
を
結
ぶ
三
叉
路
が
あ
り
、
こ
の
所
か
ら
南
に
大

き
く
ミ
ヌ
リ
の
奥
ま
で
延
び
て
い
る
山
が
妙
高
山
で
あ
る
。
南

妙
高
山
に
は
歩
兵
六
十
三
大
隊
の
三
個
中
隊
が
陣
地
を
構
築
し

て
い
た
。
ち
な
み
に
鈴
ヶ
峠
以
東
太
平
洋
岸
ま
で
は
、
地
球
の

古
い
皺
の
よ
う
な
山
並
み
が
続
き
、
千
古
斧
を
入
れ
ず
で
現
住

民
の
イ
ゴ
ロ
ッ
ト
族
も
寄
せ
付
け
ぬ
大
密
林
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ

（
距
離
約
一
〇
〇
キ
ロ
）

。
よ
っ
て当
バ
レ
テ
峠
を
通
過
せ
ぬ
限

り
北
部
ル
ソ
ン
の
豊
穣
な
農
作
物
は
手
中
に
収
め
ら
れ
な
い
。

な
お
現
配
置
陣
地
も
月
・
日
に
よ
り
移
動
あ
り
、
ま
た
配
属

部
隊
・
増
加
部
隊
等
の
陣
地
配
備
等
詳
細
不
明
な
点
あ
り
。
特

記
す
べ
き
は
中
迫
撃
砲
大
隊
の
活
躍
だ
。

十
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
の
弾
道
は
短
い
が
、
直
上
・
直
下
の
弾

道
で
、
山
岳
・
密
林
に
お
け
る
最
大
威
力
発
揮
の
重
火
器
で
あ

る
。
陣
地
構
築
に
際
し
陣
地
視
察
を
行
い
、
地
形
等
を
充
分
に

観
察
し
た
。
妙
高
山
は
重
要
拠
点
に
も
拘
ら
ず
北
部
妙
高
山
に

陣
地
は
な
く
、
南
部
妙
高
山
と
の
中
間
は
丸
裸
の
ゆ
る
や
か
な

山
地
で
あ
る
。
土
屋
参
謀
長
に
進
言
を
す
る
と
、
こ
の
地
に
前

記
米
倉
自
動
車
大
隊
が
着
陣
し
た
と
の
こ
と
（
佐
藤
清
著
『
バ

レ
テ
を
偲
ん
で
』

）

。

最
前
線
陣
地
・
内
藤
大
隊
の
玉
砕
の
報
が
来
た
。
バ
レ
テ
峠

の
戦
闘
も
日
増
し
に
激
化
し
、
昼
間
は
敵
飛
行
機
の
跳
梁
激
し



く
特
に
観
測
機
に
て
常
時
見
張
り
飛
行
を
行
い
、
陣
地
に
何
物

か
を
発
見
す
る
と
後
方
砲
兵
陣
に
連
絡
を
取
り
、
即
座
に
数
百

千
の
弾
丸
を
打
ち
込
ん
で
来
る
。

日
没
頃
か
ら
霧
が
発
生
し
、
峰
々
・
谷
々
を
一
面
に
包
み
込

む
と
昼
間
の
修
羅
の
戦
場
も
静
ま
り
友
軍
の
活
動
舞
台
と
な

る
。
薄
暮
攻
撃
、
深
夜
、
払
暁
攻
撃
と
敵
が
最
も
恐
怖
を
感
じ

る
斬
り
込
み
隊
の
出
番
だ
。
戦
果
の
程
は
思
う
よ
う
に
挙
が
ら

ず
。
時
に
は
犠
牲
の
み
大
き
な
時
も
あ
る
。
敏
速
な
撤
収
が
至

難
の
業
だ
。
自
分
の
大
隊
も
第
一
陣
に
井
上
中
隊
を
布
陣
し

て
、
特
に
左
斜
面
、
一
の
谷
方
面
重
点
に
各
小
隊
、
分
隊
を
配

置
に
就
け
た
。
三
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
十
一
日
名
誉
の

戦
死
第
一
号
が
大
西
清
一
分
隊
長
と
増
田
徳
治
郎
伍
長
だ
っ

た
。
中
隊
本
部
壕
・
小
隊
長
壕
各
分
隊
ご
と
に
地
形
地
物
を
利

用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
横
穴
や
■
壺
壕
を
掘
る
（
自
動
車
用
の
鶴

嘴
と
ス
コ
ッ
プ
そ
れ
に
鋸
と
斧
）

。
自
動
車
隊
な
ら
で
は
の
工

具
で
あ
る
。

第
四
中
隊
は
北
部
妙
高
山
の
最
高
地
点
に
陣
取
る
。
そ
の
後

方
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
大
隊
本
部
壕
も
三
十
人
収
容
で
き
る

の
を
造
っ
た
。
上
空
の
攻
撃
に
も
充
分
耐
え
得
る
木
材
で
、
鳥

居
形
を
随
所
に
入
れ
た
頑
丈
な
も
の
だ
。
岡
崎
中
尉
の
重
機
関

銃
小
隊
は
移
動
攻
撃
可
能
な
よ
う
に
三
ヵ
所
も
五
ヵ
所
も
壕
を

掘
っ
て
一
番
効
率
の
良
い
方
法
を
と
っ
た
。
本
部
壕
の
後
方
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
は
完
全
な
馬
の
背
道
の
杣
道
だ
。
そ
の
後

方
が
南
。
歩
十
の
要
山
と
鉄
司
令
部
の
天
王
山
並
び
に
親
山
子

山
を
経
て
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
の
金
剛
山
に
通
じ
る
三
叉
路

で
、
急
峻
な
坂
を
北
へ
降
り
て
行
く
と
大
和
谷
・
大
和
川
。
陣

地
北
面
は
金
剛
山
・
雄
建
台
に
面
し
敵
も
近
寄
り
が
た
く
、
南

側
一
の
谷
は
深
い
割
に
進
軍
し
や
す
い
と
大
隊
長
は
判
断
さ
れ

て
、
各
隊
南
面
に
銃
口
の
向
く
よ
う
に
配
備
さ
せ
た
。

三
月
中
は
第
五
中
隊
陣
地
が
敵
の
目
標
に
な
り
、
早
朝
か
ら

夕
方
ま
で
砲
弾
が
飛
ん
で
来
た
。
弾
着
確
認
の
観
測
機
が
プ
ー

ン
と
鳴
っ
て
（
タ
コ
と
呼
ぶ
）
一
点
に
停
止
し
た
如
く
観
察
し

て
い
る
。
こ
の
時
が
最
大
の
注
意
時
点
だ
っ
た
。
日
増
し
に
弾

丸
の
数
も
増
加
し
た
。
各
人
各
分
隊
そ
れ
ぞ
れ
相
互
連
絡
を
密

に
し
て
戦
務
に
服
す
。
敵
を
迎
撃
す
る
と
き
は
、
待
ち
の
態
勢

で
敵
の
出
方
を
見
る
の
で
、
辛
抱
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

間
少
し
で
も
完
全
な
壕
を
造
る
べ
く
穴
を
深
く
し
た
り
、
Ｌ
字

形
や
Ｆ
形
、
Ｔ
形
と
各
人
で
考
え
て
造
っ
た
。
こ
れ
が
後
々
役



立
っ
て
生
命
を
助
け
た
。
敵
に
接
近
さ
れ
手
榴
弾
や
火
炎
放
射

も
途
中
の
■
で
遮
断
し
て
身
は
安
全
だ
っ
た
戦
友
も
い
た
。
三

月
中
に
砲
弾
・
爆
弾
で
の
戦
死
者
は
二
十
人
だ
っ
た
。
目
に
見

え
ぬ
敵
の
一
発
の
弾
丸
で
の
戦
死
は
非
常
に
残
念
だ
っ
た
ろ

う
。一
人
十
殺
の
訓
練
精
神
が
生
か
さ
れ
ず
実
に
情
け
な
く
思
っ

た
。
静
か
に
耳
を
澄
ま
せ
ば
南
妙
高
か
ら
一
の
谷
方
向
で
遙
か

遠
く
で
は
あ
っ
た
が
エ
ン
ジ
ン
の
捻
る
音
が
聴
こ
え
出
し
た
。

こ
れ
は
敵
が
南
妙
高
山
麓
か
ら
一
の
谷
方
向
に
道
を
造
る
べ
く

タ
ン
ク
ト
ー
ザ
を
入
れ
て
の
作
業
音
と
知
ら
さ
れ
た
。

三
月
三
十
日
、
敵
は
道
路
築
造
し
て
Ｍ
４
戦
車
を
先
頭
に
し

て
南
部
妙
高
台
上
に
姿
を
見
せ
た
。
ロ
ク
ト
ウ
の
南
方
二
キ
ロ

地
点
だ
。
我
が
砲
兵
陣
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
が
、
戦
車
は
進
ん

で
く
る
（
彼
我
戦
車
の
相
違
甚
だ
し
く
、
装
甲
は
日
本
軍
が
二

五
ミ
リ
、
Ｍ
４
は
九
〇
ミ
リ
と
三
倍
以
上
の
差
）

。
直
撃
命
中

し
て
も
平
然
と
し
て
進
ん
で
く
る
。
至
近
距
離
で
な
い
と
鉄
鋼

弾
の
効
果
な
く
、
一
番
簡
単
な
方
法
は
随
伴
歩
兵
の
撃
滅
だ
っ

た
。
こ
れ
は
重
機
関
銃
の
一
斉
射
撃
だ
。
い
か
な
る
戦
車
も
随

伴
歩
兵
な
く
て
は
前
進
不
可
能
だ
っ
た
。

歩
兵
第
六
十
三
連
隊
の
南
妙
高
陣
地
も
敵
の
手
に
落
ち
、
我

が
第
五
中
隊
が
敵
に
包
囲
さ
れ
井
上
寿
男
中
隊
長
が
戦
死
さ
れ

た
の
が
四
月
六
日
だ
っ
た
。
敵
地
上
部
隊
の
進
攻
前
に
飛
行
機

に
よ
る
爆
弾
投
下
と
同
時
に
長
距
離
砲
の
弾
丸
が
幾
百
千
と
来

る
。
そ
の
弾
も
黄
燐
弾
や
ナ
パ
ー
ム
弾
だ
。
あ
た
り
一
面
炎
に

包
ま
れ
る
ナ
パ
ー
ム
と
硫
黄
の
燃
え
る
ガ
ス
の
た
め
に
呼
吸
困

難
に
な
る
。
飛
沫
が
壕
に
飛
び
込
ん
だ
ら
箸
で
は
さ
ん
で
ポ
イ

と
外
に
投
げ
出
す
よ
り
他
に
処
置
な
し
だ
。
一
番
悪
い
奴
は
な

ん
と
言
っ
て
も
火
炎
放
射
器
だ
っ
た
。
当
方
か
ら
一
発
撃
て
ば

集
中
砲
火
の
見
舞
い
が
何
百
と
来
る
が
、
手
榴
弾
投
擲
は
発
射

音
が
な
く
、
二
、
三
十
メ
ー
ト
ル
地
点
で
は
最
適
の
兵
器
だ
。

第
四
中
隊
と
隔
絶
し
大
隊
長
も
援
軍
の
方
途
な
く
悲
槍
な
面

持
ち
だ
っ
た
。
双
眼
鏡
で
見
な
が
ら
「
ウ
ー
ン
」
と
言
う
だ
け

だ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
歩
兵
第
十
連
隊
が
冑
山
・
南
山
に
布
陣

し
て
い
た
が
、
山
砲
や
連
隊
砲
が
手
持
ち
な
く
、
た
だ
傍
観
す

る
の
み
だ
っ
た
由
。
四
月
八
、
九
、
十
日
と
お
び
た
だ
し
い
戦

死
者
が
出
た
。

大
隊
長
か
ら
「
井
上
中
隊
撤
退
せ
よ
」
の
命
令
を
十
日
夜
に



発
せ
ら
れ
た
。
暗
闇
の
中
、
血
路
を
開
い
て
、
第
四
中
隊
陣
や

本
部
陣
へ
と
帰
っ
て
き
た
。
但
し
戦
死
及
び
重
傷
者
は
置
き
去

り
だ
っ
た
。
常
人
に
は
理
解
出
来
得
ぬ
仕
儀
だ
。
北
部
妙
高
山

最
局
地
点
の
第
四
中
隊
陣
地
も
当
初
は
灌
木
が
う
っ
そ
う
と
生

い
茂
っ
て
い
た
が
、
敵
弾
の
た
め
に
焼
山
の
様
相
を
呈
し
、
山

肌
を
あ
ら
わ
に
し
随
所
に
ナ
パ
ー
ム
弾
の
焼
夷
の
跡
が
あ
る
。

敵
も
い
ろ
ん
な
作
戦
で
攻
撃
を
し
て
き
た
。
上
空
か
ら
ド
ラ
ム

缶
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て
投
下
し
火
災
を
起
こ
さ
せ
た
り
と
い

う
戦
法
だ
。
第
四
中
隊
陣
地
に
対
し
て
敵
襲
強
ま
り
、
日
毎
に

戦
死
者
・
傷
者
、
そ
の
数
を
増
し
た
。

三
月
末
、
橋
本
中
尉
の
第
六
中
隊
の
第
二
陣
特
別
攻
撃
隊
が

到
着
し
た
。
運
命
の
朝
が
来
た
。
四
月
十
九
日
、
毎
日
の
こ
と

な
が
ら
大
隊
長
が
各
守
備
陣
地
を
巡
回
さ
れ
て
、
一
人
一
人
に

言
葉
を
か
け
て
激
励
さ
れ
る
。
朝
霧
に
覆
わ
れ
た
北
部
妙
高
山

の
山
容
が
一
陣
の
西
風
が
吹
き
抜
け
て
一
天
に
青
空
が
現
れ

た
。
そ
の
瞬
間
だ
っ
た
。
一
発
の
弾
丸
が
飛
び
来
た
り
て
陣
地

前
の
台
上
に
立
ち
し
大
隊
長
の
頭
部
を
貫
通
し
た
。
私
た
ち
の

尊
敬
と
信
頼
を
一
身
に
背
負
っ
て
お
ら
れ
た
大
隊
長
が
、
一
狙

撃
兵
の
手
に
す
る
ラ
イ
フ
ル
の
た
め
に
逝
か
れ
し
こ
と
は
残
念

と
い
う
言
葉
以
外
な
に
も
な
か
っ
た
。（
公
刊
戦
記
に
は
、
こ

の
日
で
米
倉
大
隊
玉
砕
と
あ
る
）

。

敵
の
攻
撃
は
増
々
熾
烈
を
極
め
た
。
二
十
二
日
、
夜
、
橋
本

蔀
第
六
中
隊
長
は
、
残
存
せ
る
兵
隊
に
各
々
一
本
宛
の
恩
賜
の

タ
バ
コ
を
手
渡
し
火
を
付
け
て
や
り
な
が
ら
、
全
員
に
「
明
日

は
君
達
の
生
命
を
俺
に
く
れ
」
と
申
さ
れ
、
早
朝
五
時
に
突
撃

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
悲
槍
な
空
気
が
み
な
ぎ
る
。
霧
深
く
一
片

の
星
■
も
見
え
ぬ
蒸
し
暑
い
夜
だ
っ
た
。

四
月
二
十
三
日
夜
明
け
前
に
日
の
丸
の
鉢
巻
を
締
め
、
右
手

に
軍
刀
を
握
り
左
手
に
拳
銃
を
持
っ
て
仁
王
立
ち
に
な
っ
て
全

員
に
「
突
撃
す
る
ぞ
、
俺
に
続
け
」
と
言
っ
て
出
発
さ
れ
た
。

後
に
続
く
数
十
人
の
兵
隊
は
散
開
し
な
が
ら
粛
々
と
前
進
し
、

敵
前
二
、
三
十
メ
ー
ト
ル
に
て
「
突
撃
」「
グ
ワ
ー
」
だ
っ
た
。

敵
も
一
瞬
驚
い
た
が
、
猛
烈
な
銃
声
で
反
撃
す
る
。
連
発
ラ
イ

フ
ル
、
短
機
関
銃
、
自
動
小
銃
と
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
勝
ち
目

な
し
で
あ
る
。
敵
も
ル
ソ
ン
戦
線
に
お
い
て
は
日
本
軍
の
突
撃

に
遭
遇
し
た
の
は
初
め
て
で
は
な
か
ろ
う
か
、
周
章
狼
狽
し
た

と
の
こ
と
。
か
な
り
の
打
撃
を
受
け
、
死
傷
者
も
多
く
出
た
と

の
こ
と
だ
っ
た
。



私
は
、
前
述
の
■
壺
陣
地
で
は
各
兵
士
の
意
思
の
疎
通
が
図

れ
ず
疑
心
暗
鬼
に
陥
る
と
思
っ
て
、
各
■
壺
間
に
散
兵
壕
を
掘

り
共
に
顔
が
見
え
会
話
の
出
来
る
よ
う
に
し
、
ま
た
夜
間
は
全

員
一
ヵ
所
に
集
ま
っ
て
休
む
大
き
な
壕
を
掘
っ
た
。

四
月
十
九
日
、
大
隊
長
戦
死
の
日
に
光
延
分
隊
の
前
面
に
敵

Ｍ
４
戦
車
が
現
れ
た
。
全
力
で
小
銃
を
乱
射
し
て
撃
退
し
た
。

敵
の
戦
法
で
は
砲
爆
撃
で
陣
地
を
壊
滅
状
態
に
し
な
い
と
地
上

軍
が
進
出
し
て
来
ら
れ
な
い
の
に
、
小
銃
と
言
え
ど
も
目
茶
苦

茶
に
弾
丸
が
飛
来
し
た
の
で
恐
れ
を
な
し
て
退
却
し
た
。
■
野

分
隊
は
全
滅
だ
っ
た
。

そ
の
後
も
昼
間
は
散
兵
壕
、
夜
間
は
退
避
壕
と
陣
地
を
守
備

し
た
。
弾
薬
糧
秣
が
不
足
し
た
の
で
大
和
谷
の
集
積
所
へ
取
り

に
行
く
こ
と
に
な
り
、
自
分
と
原
兵
長
と
で
朝
霧
の
中
を
走
っ

て
三
叉
路
か
ら
大
和
谷
へ
急
行
し
た
。
二
大
隊
へ
弾
薬
食
糧
を

運
ぶ
の
に
、
敵
の
迫
撃
砲
が
三
叉
路
付
近
に
落
下
す
る
危
険
で

行
け
な
か
っ
た
。
一
大
隊
の
黒
田
准
尉
は
そ
の
三
叉
路
で
足
に

負
傷
を
し
歩
行
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
第
一
中
隊
の
岡
本
曹
長

は
「
君
ら
の
救
援
に
行
く
べ
し
」
と
小
銃
弾
一
〇
〇
発
と
米
雑

■
一
杯
を
手
渡
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
だ
け
で
は
糧
秣
不
足
で
集

積
所
に
行
き
、
中
村
巌
上
等
兵
に
無
理
を
言
っ
て
靴
下
に
二
本

分
の
白
米
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
時
分
は
食
糧
を
持
っ
て
い
る

者
が
一
番
強
か
っ
た
。

階
級
で
命
令
し
て
も
「
ウ
ン
」
と
言
っ
て
糧
秣
は
手
に
入
ら

な
か
っ
た
。
原
兵
長
と
急
峻
な
山
道
を
這
い
登
り
、
三
叉
路
も

走
り
抜
け
、
馬
の
背
道
も
敵
に
見
ら
れ
ぬ
よ
う
に
し
て
壕
ま
で

■
り
着
き
、
全
員
の
無
事
な
顔
を
見
て
「
ホ
ッ
」
と
安
堵
し

た
。
今
夜
は
腹
い
っ
ぱ
い
飯
が
食
え
る
と
皆
第
一
線
を
忘
れ
て

子
供
の
よ
う
に
喜
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
火
煙
は
敵
の
目
標
に
な
る

か
ら
夜
壕
の
中
で
炊
く
の
だ
。
そ
の
夜
は
飯
盒
一
杯
宛
を
各
人

で
食
し
た
。
水
は
後
方
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
谷
を
下
ら
ぬ

と
手
に
入
ら
ぬ
。
全
員
の
水
筒
を
持
っ
て
水
汲
み
を
す
る
。
警

戒
は
六
十
分
交
替
で
壕
口
に
立
っ
て
行
っ
て
い
た
。

腹
い
っ
ぱ
い
で
満
足
感
に
浸
り
雑
談
に
更
け
た
。
話
の
中

で
、
一
日
に
ミ
ヌ
リ
に
輸
送
し
て
い
た
時
に
、
プ
ン
カ
ン
の
中

間
点
で
川
岸
の
一
本
の
大
木
に
、
ま
る
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
光
を
見
た
と
い
う
話
が
出
た
。「
あ

れ
は
蛍
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
戦
場
で
こ
の
よ
う
な
話
が

出
た
の
も
不
思
議
だ
っ
た
。
中
に
は
畳
の
上
に
大
の
字
に
寝
て



み
た
い
、
お
茶
漬
け
が
食
い
た
い
と
い
う
者
も
い
た
。
こ
の
よ

う
に
我
が
分
隊
八
人
は
心
身
共
に
元
気
旺
盛
だ
っ
た
。
命
令
を

厳
守
し
て
一
歩
も
陣
地
を
後
退
し
な
か
っ
た
。

数
日
経
過
し
た
夜
に
「
第
二
大
隊
、
誰
か
い
る
か
」
と
呼
ん

で
い
る
。「
お
一
い
、
光
延
分
隊
こ
こ
に
あ
り
」
と
返
す
と
、

「
第
四
中
隊
長
松
崎
中
尉
が
鉄
道
第
八
連
隊
（
鉄
八
）
陣
に
あ

り
。
そ
の
指
揮
下
に
入
れ
」
と
当
番
の
高
田
上
等
兵
が
告
げ

た
。「
明
朝
、
合
流
す
」
で
伝
令
を
返
し
た
。
実
は
こ
の
日
、

敵
攻
撃
は
激
し
く
火
■
放
射
器
で
焼
き
な
が
ら
、
し
か
も
手
榴

弾
の
音
激
し
く
身
辺
に
迫
っ
た
。
そ
の
夜
の
撤
退
命
令
だ
。

「
死
ぬ
時
は
八
人
一
緒
だ
」
常
日
頃
申
し
合
わ
せ
て
い
た
矢
先

の
撤
退
と
は
天
運
我
れ
に
味
方
せ
り
。

翌
早
朝
、
朝
霧
の
晴
れ
ぬ
間
に
全
員
一
時
間
後
に
集
合
と
言

っ
て
、
各
陣
地
に
戦
友
や
い
る
や
と
呼
び
捜
す
。
砲
爆
の
後
も

の
す
ご
く
黒
く
焼
け
た
岩
肌
や
、
一
木
一
草
影
も
無
く
、
各
陣

地
壕
は
皆
潰
れ
生
存
者
の
一
人
も
確
認
出
来
ず
。
分
隊
集
合

し
、
馬
の
背
道
を
通
っ
て
左
手
の
鉄
八
陣
に
到
着
し
た
と
同
時

に
霧
が
晴
れ
上
が
り
、
真
っ
青
な
大
空
が
顔
を
出
し
た
途
端
に

米
偵
察
機
が
飛
来
し
た
。
紙
一
重
の
行
動
だ
っ
た
。

五
月
初
旬
、
金
剛
山
寄
り
の
親
山
に
敵
の
戦
車
部
隊
が
来
て

い
た
。
松
崎
中
尉
が
「
光
延
軍
曹
、
戦
車
攻
撃
に
出
動
せ
よ
」

と
言
っ
て
、
黄
色
爆
弾
を
背
■
に
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
の
を
取

り
出
し
た
。
平
常
な
ら
即
復
唱
し
て
命
令
に
従
う
の
だ
が
、
敵

が
悠
然
と
構
え
て
い
る
の
が
肉
眼
で
眺
め
ら
れ
る
。
そ
の
前
に

の
こ
の
こ
出
て
行
け
ば
自
分
が
黄
色
薬
で
自
爆
す
る
よ
う
な
も

の
だ
。
自
分
は
返
答
も
せ
ず
分
隊
に
帰
り
、
隊
士
に
話
す
と
全

員
が
「
馬
鹿
者
」
と
か
「
自
分
で
行
け
」
と
か
言
っ
て
い
た
。

こ
の
時
点
で
は
光
延
分
隊
八
人
の
団
結
が
一
番
強
く
、
何
人
も

一
目
置
い
て
い
た
。

そ
の
後
は
組
織
的
戦
術
で
な
く
ゲ
リ
ラ
戦
法
を
取
っ
て
敵
陣

を
撹
乱
し
た
。

五
月
三
十
日
、
原
隊
復
帰
の
命
あ
り
、
全
員
で
マ
ン
ガ
ヤ
ン

基
地
に
帰
る
。
六
月
四
日
、
対
岸
の
ア
リ
タ
オ
が
猛
砲
撃
を
受

け
、
大
隊
は
ビ
ノ
ン
へ
転
進
し
た
。
兵
団
命
令
で
鉄
第
五
四
五

四
部
隊
は
先
発
隊
と
し
て
カ
シ
ブ
に
転
進
し
、
糧
秣
を
確
保
せ

よ
と
の
こ
と
で
同
十
二
日
に
カ
シ
ブ
に
入
っ
た
。
約
三
十
軒
ほ



ど
の
現
地
人
家
屋
が
点
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
近
く
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
の
中
に
■
倉
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
無
断
借
用
（
奪
略
）

し
て
精
米
し
て
食
し
た
。
二
週
間
ほ
ど
で
鉄
兵
団
全
部
隊
が
集

合
し
た
。
食
糧
に
限
界
あ
り
、
次
な
る
目
的
ピ
ナ
パ
ガ
ン
へ
先

陣
と
し
て
出
発
す
。
時
七
月
十
四
日
、
健
常
者
六
日
・
患
者
隊

七
日
の
食
糧
を
携
行
で
、
地
図
上
直
線
距
離
六
〇
キ
ロ
を
東
北

方
ピ
ナ
パ
ガ
ン
に
向
か
っ
て
転
進
し
た
。

第
二
日
大
雨
で
川
が
氾
濫
の
た
め
一
日
足
止
め
さ
せ
ら
れ
、

一
週
間
前
に
先
導
隊
第
一
中
隊
長
西
本
中
尉
外
十
人
が
道
印
を

付
け
て
い
た
が
そ
れ
も
消
え
て
無
く
な
り
、
五
万
分
の
一
の
地

図
を
頼
り
に
人
跡
未
踏
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
迷
い
込
ん
だ
。

そ
も
そ
も
バ
レ
テ
峠
を
敵
に
突
破
さ
れ
た
時
点
で
鉄
兵
団
残

存
兵
力
は
五
号
国
道
の
東
側
に
傍
り
、
敵
が
国
道
を
北
進
し
た

結
果
尚
武
集
団
と
離
れ
、
命
令
連
絡
が
途
絶
し
た
。
前
述
の
転

進
時
も
左
側
に
寄
っ
て
進
め
ば
当
初
予
定
の
如
く
一
週
間
で
全

員
進
出
で
き
た
も
の
を
、
左
は
敵
に
近
づ
く
と
見
て
右
か
ら
迂

回
し
て
目
的
地
に
進
ま
ん
と
、
部
隊
長
は
じ
め
幹
部
の
意
見
だ

っ
た
と
思
う
。
よ
っ
て
先
陣
は
二
十
日
か
か
り
、
後
続
部
隊
は

一
ヵ
月
も
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
彷
徨
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。
戦
傷
を

負
い
病
魔
と
闘
い
、
食
無
く
餓
鬼
と
な
り
斃
れ
た
戦
友
数
知
れ

ず
。
真
に
哀
れ
な
戦
死
だ
っ
た
。

先
陣
ピ
ナ
パ
ガ
ン
に
到
着
。
即
食
糧
を
収
集
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
多
量
に
調
達
し
、
自
動
車
隊
十
余
人
で
後
続
救
援
の
た
め

出
発
す
。

路
傍
に
倒
れ
て
い
る
戦
友
に
は
軟
ら
か
く
炊
い
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
食
わ
せ
て
励
ま
し
、
そ
の
他
多
く
の
他
部
隊
の
勇
者
を

元
気
付
け
て
き
た
。
そ
の
間
も
う
一
日
か
二
日
早
か
っ
た
ら
生

命
を
保
持
で
き
た
よ
う
な
状
態
で
、
幾
百
も
の
草
む
す
屍
と
化

し
た
英
霊
に
出
会
っ
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。
死
後
三
日

も
経
過
す
る
と
体
内
に
ガ
ス
が
発
生
し
、
丸
々
と
腫
れ
上
が

り
、
翌
日
は
蛆
虫
が
わ
き
、
大
地
の
■
食
と
な
る
。
御
遺
骨
は

永
遠
に
故
国
に
は
帰
れ
ず
、
た
だ
安
ら
か
な
眠
り
を
祈
る
の
み

だ
っ
た
。

八
月
十
五
日
、
米
軍
の
破
声
ピ
タ
リ
と
止
む
。
昨
日
ま
で
遠

雷
の
如
く
鳴
っ
て
い
た
が
ど
う
し
た
こ
と
か
と
思
っ
た
。
八
月

十
九
日
、
師
団
参
謀
長
は
じ
め
平
林
参
謀
ほ
か
ピ
ナ
パ
ガ
ン
到

着
。
翌
二
十
日
師
団
長
以
下
司
令
部
主
力
到
着
。
九
月
十
日
、



第
十
四
方
面
軍
将
校
特
使
と
し
て
ピ
ナ
パ
ガ
ン
に
来
る
。
終
戦

の
命
令
書
を
発
表
。

八
月
十
三
日
、
ピ
ナ
パ
ガ
ン
出
発
ジ
ョ
ネ
ス
・
エ
チ
ャ
ギ
に

て
米
第
三
十
七
師
団
に
よ
る
武
装
解
除
（
屈
辱
の
時
）
後
、
マ

ニ
ラ
か
ら
カ
ラ
ン
バ
の
大
収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
。
こ
の
時
に

戦
中
に
捕
虜
と
な
っ
た
男
達
が
充
分
な
肥
満
体
で
我
々
に
指
図

し
て
い
た
。
不
可
解
な
心
情
だ
っ
た
。

数
少
な
い
戦
友
と
も
こ
こ
で
分
散
さ
れ
た
。
一
部
は
北
サ
ン

方
面
に
、
ま
た
一
部
は
マ
ニ
ラ
近
郊
に
。
私
は
ロ
ス
パ
ニ
オ
ス

付
近
で
Ｐ
Ｗ
と
し
て
労
役
に
服
し
、
昭
和
二
十
二
年
新
春
に
名

古
屋
港
に
上
陸
し
復
員
事
務
完
了
で
長
船
へ
帰
っ
た
。

帰
郷
後
は
一
生
懸
命
働
き
、
第
二
国
道
沿
い
の
家
屋
と
隣
接

の
田
畑
五
反
歩
を
処
分
し
、
神
戸
に
出
て
商
業
一
筋
に
働
き
、

子
供
も
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
を
持
ち
、
こ
れ
で
自
分
の
役
目
は
終
わ

っ
た
と
思
っ
た
時
に
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
に
見
舞
わ
れ

た
。老
骨
に
鞭
打
っ
て
今
再
建
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
は
じ
め
に

申
し
た
如
く
、
私
の
今
日
あ
る
の
は
戦
死
さ
れ
た
戦
友
の
お
陰

と
ご
加
護
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
想
っ
て
い
る
。
合
掌
。

【
参

考
】

米
軍
戦
記
（
故
・
中
原
清
重
氏
訳
文
）

第
二
十
五
師
団
・
第
三
十
五
師
団
・
ル
ソ
ン
ゲ
リ
ラ
軍
他

師
団
部
隊
　
　
日
本
軍
殺
敵
確
認
数
一
四
、
五
六
九
人

戦
場
捕
虜
数
六
一
四
人

鉄
兵
団
・
平
林
克
己
参
謀

総

員
　
二
一
、
七
二
七
人

戦
没
者
　
一
八
、
七
二
六
人

生
還
者
　
　
三
、
〇
〇
一
人

私
の
従
軍
談
　
南
溟
放
浪
記
　 

島
根
県
　
竹
田
登
美
　 

（
旧
姓
　
園
山
）
　 

私
は
大
正
十
一
年
十
一
月
十
八
日
、
島
根
県
で
生
ま
れ
ま
し

た
。昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
広
島
第
五
部
隊
第

二
中
隊
（
戦
車
隊
）
へ
入
隊
し
ま
し
た
。




